
 

 

１．科目名（単位数） 免疫学概論 （2単位） 

３．科目番号 EDHE2318 

２．授業担当教員 根岸 祥子 

４．授業形態 講義、ディスカッション、ならびに課題発表 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

 免疫系は、いろいろな細胞がさまざまな手段を駆使して働いている生体防御のための複雑なシステムで

ある。微生物や寄生虫などの感染に対して、抵抗力と防御力を与えるのが免疫系である。感染性の病原体

に対する免疫系の対応は、生存のために必須のものであり、生得的なシステムと、後天的に獲得されるも

のがある。 

 本授業では、免疫系の基本的システム、免疫系と健康、免疫異常と病気について学び、生体防御システ

ムの知識を深める。 

８．学習目標 

以下について学び、説明できるようになることを学習目標とする。 

１．免疫とは何かについて学ぶ。 

２．免疫系がどのようにはたらくのか学ぶ。 

３．免疫系の反応について学ぶ。 

４．免疫系の異常と疾病について学ぶ。 

５．免疫系に影響を及ぼす因子について学ぶ。 

６．正常な免疫系を維持する要素について学ぶ。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

１．免疫現象について、例を示しながら、400字以内にまとめなさい。第2回講義の終了1週後に提出するこ

と。 

２．IgM、IgGとS-IgAに特徴的な生物学的性状及びそれらの機能について800字以内にまとめなさい。第8回

講義の終了1週後に提出すること。 

３．ウイルス及び毒素に対する中和抗体の作用機序について400字以内にまとめなさい。第11回講義の終了

1週後に提出すること。 

４．Ｉ型アレルギーの発現機序及び代表的なアレルゲンである花粉、食物ならびに昆虫毒について500字以

内にまとめなさい。第13回講義の終了１週後に提出すること。 

  （レポートはＡ４サイズの用紙に横書きとすること。これらを討議にも用いる。） 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】鈴木隆二 著『カラー図解 免疫学の基本がわかる事典 第１版』西東社、2015。 

【参考書】山元 弘 編『ベーシック薬学教科書シリーズ 10 免疫学 第 2版』化学同人、2017。 

          齋藤 紀先著『休み時間の免疫学』第 3版 講談社、2019。 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

 １．免疫の基本である自己と非自己について理解しているか。 

２．生体の防御システムについて、理解しているか。 

○評定の方法 

 １．授業への積極的参加（授業態度、発言）      30％ 

 ２．課題レポート・発表               30％ 

 ３．期末試験                    40％ 

12．受講生への 

メッセージ 

１．最高学府の学生に相応しい主体的な学習活動を実践されるよう期待します。 

２．講義中に質問の機会をもうけますので、不明な点があれば講義の中で質問をして理解することに努め

てください。 

３．講義中の私語及び携帯電話・スマートフォン等の目的外使用は禁止します。 

４．レポートは簡潔にまとめ、必ず〆切までに提出してください。 

５．本学の規程によって、3/4以上の出席の確認ができない場合は単位の修得を認めません。 

13．オフィスアワー 別途通知する 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 免疫(学)の歴史と概要 

事前学習 
教科書の pp.12～23を読み、理解できない箇

所を明らかにしておく。 

事後学習 
免疫とはどのような機能であるかを整理す

る。 

第２回 免疫に関与する臓器と細胞 
事前学習 

教科書の pp.24～27、36～45を読み、概要を

把握する。 

事後学習 リンパ組織と血液細胞についてまとめる。 

第３回 生体の防御機構と自然免疫 

事前学習 教科書の pp.20～23を読み、概要を把握する。 

事後学習 
生体の防御機構における免疫学的防御機構

の位置付け及び自然免疫についてまとめる。 

第４回 獲得（適応）免疫、体液性免疫と細胞性免疫の概要 

事前学習 
教科書の pp.30～31、46～53、62～81を読み、

概要を把握する。 

事後学習 
獲得免疫では免疫記憶が成立することを踏

まえて獲得免疫についてまとめる。 

  



 

 

 

第５回 抗原、抗原決定基と抗体 

事前学習 教科書の pp.32～35を読み、概要を把握する。 

事後学習 

抗原は生体にとって非自己であり、抗原決定

基は抗原上に存在する抗体を産生させ、でき

た抗体と結合する構造物の最小単位である

ことを理解し、抗原と抗体の関係についてま

とめる。 

第６回 免疫グロブリンクラスと性状 

事前学習 教科書の pp.54～57を読み、概要を把握する。 

事後学習 

免疫グロブリンの H 鎖、L 鎖の抗原性を理解

する。免疫グロブリンの主な性状をまとめ

る。 

第７回 
抗原と抗体の反応、免疫複合体（IC）形成と補体の活性

化、補体による細胞傷害作用、オプソニン 

事前学習 
教科書の pp. 90～95 を読み、概要を把握す

る。 

事後学習 

抗原と抗体が結合すると IC が形成され、そ

れによって補体の古典的経路が活性化され

て抗原が傷害されることを理解する。補体の

活性化経路が他にもあることを理解する。 

第８回 T細胞と細胞性免疫 

事前学習 教科書 pp.62～81を読み、概要を把握する。 

事後学習 
T 細胞の種類、機能、免疫反応における T 細

胞の重要性を理解する。 

第９回 感染症と免疫、細菌感染症に対する免疫反応 

事前学習 
教科書の pp.132～135を読み、概要を把握す

る。 

事後学習 
感染症とはなにか、細菌感染症に対する免疫

反応を理解する。 

第１０回 

ウイルス感染症に対する免疫反応 

抗体によるウイルスの感染阻止と毒素の中和（無毒化）

の仕組、ウイルスの抗原変異、ワクチン 

事前学習 
教科書の pp.136～147を読み、概要を把握す

る。 

事後学習 

ウイルス及び毒素に対する中和抗体の作用

ならびに免疫が成立しないウイルスについ

て理解する。ワクチンの種類についても学

ぶ。 

第１１回 
サイトカインとは何か、自然免疫と適応免疫における

サイトカイン 

事前学習 
教科書の pp.110～125を読み、概要を把握す

る。 

事後学習 
サイトカインの性状と役割を簡潔にまとめ

る。 

第１２回 
アレルゲン、IgE抗体の産生及びⅠ型（即時型）アレル

ギー発現の機序 

事前学習 
教科書の pp.148～151を読み、概要を把握す

る。 

事後学習 I型アレルギーの発現機序をまとめる。 

第１３回 
花粉、食物及び昆虫毒に対するアレルギー、アナフィ

ラキシー、食物アナフィラキーへの緊急対応 

事前学習 
教科書の pp.156～165を読み、概要を把握す

る。 

事後学習 

食物アレルゲンには共通抗原性が存在する

ことを理解する。食物アナフィラキーへの緊

急対応についてまとめる。 

第１４回 血液型と輸血の概要、臓器移植の概要 

事前学習 
配布資料及び教科書の pp.104～105、198～

209を読み、概要を把握する。 

事後学習 
血液型（ABO式、Rh式）と HLA型についてま

とめる。 

第１５回 がん細胞に対する免疫機構の概要、まとめ 

事前学習 
教科書の pp.210～213を読み、概要を把握す

る。 

事後学習 
免疫系のがん細胞発生監視と排除の仕組み

を簡潔にまとめる。 

期末試験 

 


